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議案提出について

平成３０年第４回市議会定例会（１２月１９日の会議）に下記の議案を別紙

のとおり提出する。

記

［議提議案第２号］ 群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認

を求める意見書

〔理 由〕 群馬大学医学部附属病院における高度医療の提供や医師

の養成及び確保を図り、もって地域医療の充実に資する

べく、特定機能病院の早期再承認を求めるため



群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める

意見書

群馬大学医学部附属病院では、腹腔鏡手術を受けた患者が死亡する一連の医

療事故が判明し、平成２７年６月、特定機能病院の承認を取り消されたが、事

故の判明以来、診療体制の見直しや安全管理体制の整備、病院開設者である群

馬大学のガバナンスの強化など、再発防止に向けた様々な改革が徹底して進め

られている。

こうした取組は外部委員で構成される病院監査委員会からも高く評価され、

これまで積み重ねてきた実績等を踏まえて、平成３０年５月３１日に厚生労働

大臣に対して特定機能病院の再承認の申請が行われている。

また、遺族への対応についても誠実に取り組み、遺族との和解も大きく進展

しているとのことで、特定機能病院の再承認に向けた環境は既に整っているも

のと考えられる。

一方、同病院では、難治性疾患を含む様々な症例の患者を受け入れ、最先端

の高度医療を提供しているが、特定機能病院としての取扱いがなされないこと

により、同病院の高度医療技術の研究開発や人材育成機能に支障を来している

という。

加えて、こうした状況が若手医師に対する不安感や求心力低下を招き、臨床

研修医の採用数が大きく減少しているほか、本年４月に始まった新たな専門医

制度では、同病院における外科と整形外科の専攻医が１名のみという、きわめ

て厳しい状況が生じているという。

同病院に本来期待される高度医療の提供や医師の養成・確保という役割がこ

のまま十分に果たされない場合、住民から必要な医療を受ける機会を奪い、地

域医療の崩壊につながりかねない。



ついては、安全で安心できる市民生活を維持確保していくために、同病院に

ついて、特定機能病院としての早期の再承認を強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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